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のテーマである。　「吉岡美国と敬神愛人（一）～（六） 」 （ 『関西学院大学史紀要』六〈二〇〇〇〉
 ～
 一〇〈二〇〇四〉号、一二号
〈二〇〇六〉 ）執筆以降、懸案であった第五代院長神崎驥一の伝記執筆の準備として関連史料・ 収集 開始し、詳細な年譜を作成中である。　
昨年度から再開した神崎驥一第五代院長の伝記執筆のた























Japanese peace advocate in the age of “yellow

















『年史』編纂の準備作業の一環として、 『関西学院百年史』等の編纂過程を聞き取りたいとの要望に応え 、 「大学史編纂をめぐって―『関西学院百年史』を事例に―」を同校にて講演した。なお、同校の編集 参加するメンバー四名が一〇月五日に学院史編纂室を訪問されたため、当日開催
されていた展示や書庫等を案内した。さらに、一一月二六日、東洋英和女学院の依頼により、同校の『事典』編纂の準備作業の一環として、 『関西学院事典』編纂過程を聞き取りたいとの要望に応えて、 「 『関西学院事典』 （二〇〇 ）編集をめぐって」を同校にて講演した。　
なお、 「戦間期関西学院における『恒久平和』運動につ
いて―神崎驥一、乾精末と国際連盟協会、排日移民法 太平洋問題調査会、軍事教練― （中）を執筆し、本号へ投稿し、掲載されている。
